
世界遺産というと、遺跡やお宝のような「形のあるもの」を思
いうかべると思います。しかし、それを大切に守り、受けつい
できた人たちの思いや暮らしも、同じくらい大切な「たからも
の」なんです。
このプログラムは、小学生～高校生のみなさんが記者となって、
世界遺産の「目に見えない価値」を取材・体験し、
発信していくものです。地元・福岡のたから
ものを見つけて、きみの視点で発信しよう！

きみが伝える、地元・福岡のたからもの。

世界遺産ユースレポーター

9/27SUN

10:00-15:00

第１回 キックオフ！

【活動期間】令和８年９月～令和９年１月（全６回） 

くわしくはweb で

沖ノ島

この事業は文化庁の補助金（地域文化財総合活用推進）を活用し実施するものです。

せかい  いさん

育成プログラム 参加者募集！

かみ やど しま むな かた おき の しま

世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群に
まつわる地域文化や歴史を取材＆発信する！

World Heritage Youth Reporters

レポーターの仕事
ユース

募集定員 

20-30名

宗像市・福津市にお住まい
または通学している小・中・高校生

（小学生は５年生以上）

参加費：無料

全６回のプログ
ラ
ム



世界遺産について、体験を通じて深く知り、それを言葉やデザインにして、ま

た次の誰かに伝えていきます。フィールドワークでは地元の方々とつながりな

がら、取材力・撮影力・発信力をプロから学び、身につけていきます。

お申し込みは
こちら

https://business.form-mailer.jp/fms/da64a12b357068

申し込みフォーム

【お問い合わせ先】NPO法人九州コミュニティ研究所（事業運営 事務局）TEL：092-710-5871

【主催】「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群保存活用協議会（事務局：福岡県九博・世界遺産・文化施設課）

本事業では活動の様子を写真・動画で撮影し、世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の公式ウェブサイト・SNS・冊子等に掲載い
たします。あわせて、新聞・テレビ等のメディアの取材や素材提供、本事業の運営事業者の広報物・SNS にも使用することがあります。こう
した媒体に掲載する際は、名札にボカシを入れるなど、お子さまの氏名が特定されないよう配慮いたします。また、撮影した素材を本事業に
関連しない部分で活用することはありません。本活動にご応募いただくには、上記の内容につきまして、保護者さまの同意が必要となります。

※やむを得ず欠席された場合は、事務局から活動レポートを共有するなど、フォローアップを行います。

ユースレポーターへの参加申し込みは、右下の専用フォームより受け付けております。

本プログラムの応募締切：9/18（金）まで

応募方法

プログラムのおすすめポイント

活動スケジュール（全６回） できる限り、全日程へのご参加をお願いします。

1
【キックオフ】
仲間になる

世界遺産を知る

9/27（日）

2
【インタビュー】
世界基準を知る

写真で伝える

10/4（日）

3
【フィールドワーク】

宗像大社を知る

言葉で伝える

10/31（土）

4
【フィールドワーク】
大島の文化を体験する

取材してみる

11/22（日）

5
【メディア制作】
体験をふりかえる

メディアデザイン

12/6（日）

6
【成果発表会】
人に見てもらう

伝えてみる

1/24（日）

プロのライターやカメラマンから

インタビューのコツや写真撮影の

技術を学ぶことができます。

海外から来日する文化財専門家

への特別インタビューを実施予定。

世界から見た沖ノ島の価値について

理解を深めよう。

世界遺産の価値や保存・活用について

学ぶだけでなく、地域の方の生の声が

聞ける現場に飛び込みます。

特別な体験 プロに学ぶ 世界とつながる
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